






































































観 察 所 見
 1.正常組織像;
 外有毛細胞は,上面に70～80本の聴毛を持ち,頂部むよび半球状をなす基底部で支持細胞
 に接し,中軸部は直接リンパ液に接している円柱状の細胞である。先端部には藍板を有し,これ
 はほy均等に分布する微細穎粒状物質と聴毛の芯構造から構成されている。養板下部は胞体内で
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 最も細胞小器官を豊富に有している。核は細胞の基底側約%に位し,核下部には糸粒体の密集
 像が見られる。細胞の基底部には支持細胞のほかに大小2種に区別される神経終末が接している。
 求心性の終末と考えられている小型の終末には少数の小胞と糸粒体が認められる。'また遠心性の
 終末と考えられている大型の終末の内部には多数の8ynapticve8ie■e8と糸粒体が見ら.
 れ,相対する有毛細胞の胞形質内には8“b日y亘apticci8ternが観察される。リンパ液
 に直接する辺縁部形質膜直下には層板状扁平嚢状の小胞体系が観察され,さらにその内側には糸
 粒体が近接している。
 一方内有毛細胞はフラスコ型を呈し,その側両は全面に亘り,支持細胞に接している。外有毛
 細胞に比し細胞小器官の発達かよびその局在性に乏しいが,蓋板下部は比較的豊富に細胞小器官
 が発達し,また胞体の中央に位する核の下部に粗面小胞体の小集団が観察されることがある。
 2.死後変化像;
 内外有毛細胞共死後15分ですでに遊離ribo臼ome8の減少が始ま動滑面小胞体内腔の拡
 大膨化,辺縁部層板状滑面小胞体系の菲薄化,糸粒体の膨化,櫛の断裂が相次いで起こ蛎死後
 1時間ではすぺての変化は顕著となる。胞体の変形,萎縮像は死後50分頃から見られる。
 五K・M・注射による感覚細胞の変化;
 a)K・M・による初・期変化は,基礎回転外有細胞の蓋板下部に特異な■y80eome様顆粒の
 出現として,また辺縁部の滑面小胞体系齢よび数～10数層の同心円状に配列する滑面小胞体
 系とそれに密接する糸粒体とから構成されるHen日en小体の異常な発達として現われるら前者
 すなわち多数の■yeo80me様顯粒は糸粒体の変性像とは考え難い。後者は辺縁部滑面小胞体
 系とHen8en小体が機能的に密接に関連していることを示唆する。
 わ)E瓢による障害がさらに進行すると,外有毛細胞は基底部でDeiter8細胞および神
 経終末から離解して,強固なteアminBlbarをもつて支持されている頂部の方向に萎縮する。
 c)内有毛細胞は外有毛細胞に比し,K瓢・に対する抵抗性が大である。
 d.)PrOy・er耳介反射残存例において,感覚細胞にすでに形態学的変化像が認められるにか
 かわらず,神経終末には何ら異常が認められなかった。これは感覚細胞がK鵡によカー次的に
 障害されることを示すものである。
 一245一
 審査結果の要旨
 カナマイシンに」二る聴器障害については既に多く研究報告がある鵜末梢聴器の微細構造の変
 化に関する発表は極上うて少なぐ,未だ解明されない,点が少なぐない。
 著者はカナマイシンのラセン器磨、覚細胞にむよぼす影響を電子顕譲鏡的に観察を試みた。
 すなわち体重250～500ヲ解のPrgyer耳介反射正常なモルモットを用いカナマイシンを
 巳49卯/Kフ宛連日腹腔内に一定,1騎斑注射し・た艇,断頭し,二局牛を摘出して電顕資料を作成した。
 この観察に先立って対照として正常動物のラセン器の所見を追求し,さらに死後変化像について
 菟検索している。
 正常組磯所見は主として内,外有毛細胞おユよび神経終末レこついて観察したか従来の諸家だ)報告
 と原則的に!一致した所見を得ている。
 死後変化については、死後哩5分後すでに内,外有毛細胞共に遊離riboso皿06の減少を示
 し}滑面小勉体内腔の膨化拡大,辺縁1剰帝板状滑面小胞体系の菲薄化,糸粒体の膨化・櫛の断裂,
 Hensen小体の不明確化等が相次いで起動死後50分頃から胞体の変形,萎縮が見られ.,死
 後哩時間でナベての変化は顕著になるという。
 カナマイシン投一与動物はPreyer耳介反射を示懐とし,該反射がなお軽度残存期(平均10
 回注射)卦よび該反射消失期(平均魔5～20園注射)の2群について観察した。Prey・er反
 射残存期には基礎闘転夕仁有毛細胞の益板下部1て特異な1y巳080皿6様顆粒が出現し,まπ辺縁
 部かよび養板下都の滑面小胞体系の異常発達が見られた。後者は辺縁部の滑面小砲体とHen8e:1
 小体が搬能的に密接魚関連を有することを示唆するものとしているoIPreygr反射消失期には
 外有毛細胞は基底郵でDeiむerg細胞分よび神経終末から離解し細胞頂部の方向に萎縮する像
 が見られた。内有毛継胞は外有毛細胞に比しカナマイシンに対する抵抗性が大きく,また神経終
 末は感プ鎌1胞が+で右こ瞳害された時期に於いて竜なお著変を示ざたかった。これはカナマイシン
 1・、tラセン館感覚・鋸泡を最初に障害ナることを示すものとした。
 以上惇カナマイシンにJlる聴器1重害につレ、てラセン器感覚細塵の微細1再造ず)変化を明らプβにす
 以上に1二μ二:に壬・,言文はf≠立授、与に値すろ唾コのと雲怨める。
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